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論文内容要旨
 脊損時の膀胱障害に関する臨床的観察は多数みられるが,膀胱の脊髄内中枢と膀胱麦臨神経
 との関係を解剖学的に癒接追求した研究は殆んどみられない。そこで私は両者の関係を詳細に
 観察すると共に,脊損時に於ける膀胱機能の解明の一助とするため,成犬窪8頭を用い,膀胱
 麦酎神経の脊髄内中櫨の存在する腰章仙髄に於て選択的に,腰髄に於ては半截,仙髄に於ては
 半截,前角叉は後角切断実験を行恥,この場合の末梢禅経穴の変性な追求し猫即ち,腰髄切
 断例では第届胸～第4腰禅経融,後縷・小内腰挿経∫下内臓神経,下腹神経及び上・,下膀胱神
 経を,仙髄切断例では第窪～4仙骨禅経前,後根,骨盤神経及び上,下膀胱i陣経を夫々採取し
 オスミーウム酸染色禰飯氏変法によワ標本を作製して変挫を追求した。
 その結果,次の成績塗樽にo
 t脊髄根の幾節間に神経線維の変灌を認めるかをみると,腰髄半截では障害部の脊髄根を
 中心に上で,下マ～2筋闘即b5鞠4節闘に,熱髄半截時には1庫警部の脊髄根より下2～4節
 間に変性が認められた。即ち.,脊髄切断時の脊髄根の変性は多中心性に2栂4節闘に認められ
 る0
 2,脊髄切断時に於ける前根の変性数をみると,腰髄半截の場合には92～窪55本“出髄三
 楽織の場合には87～454本,更に拙髄前角切断の場合には169～248本とかなワ多数
 の変性が認められた。即ち,脊髄の釦断によう前角及び側角の神経縮胞が多数破壊盛れ,1司時
 にそれに連なる軸索突起が変徴を起したことを証関するものと考えられる。
 叉,これらの変性の径別をみると,小、中径線維が多数死占めていたが,このことは脊髄の
 切断によウ先づ小,中径線維に連なる神経細胞が障害な受けることを示すものと思ηれる。
 ゑ脊髄翅臨時に於ける後根の変性数をみると,腰髄畢戴の場合は窪～74本,拙髄革戴の
 場合は7～9本,仙髄後角切断の場合は4～6本の変性が認められ,叉,これらの変性線維の
 殆んどが小,中径線維で占められていた。即ち,これらの変性線維は脊髄内に栄養中枢な有す
 る遠心性線維と考えられ7こ。
 峨腰髄半截の場合の脊髄根にみられる変性線維の小内麟神経及び下内臓神経への移行率は
 小径では4刀～9Z1%,中径では嘆4藩～9t7%を尽した。叉,仙髄半截,前角及び後
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 角切断の場合の脊髄根よウ骨盤神経への変性の移行率は・小径では65～9Z6臥中僅では
 12.5～91.5%を示した。更に小内臓陣経及び下内臓神経よワ下馴{経へは,d、径では0【・
 15、9%,中径では0～156%に変性の移行を示し,叉,骨盤神経よワ膀胱神経へは,小、径
 では52・4～100・0%・中径では0～66・7%に変性の移行セ示した。即ち・脊髄切断時脊
 髄根の変性の殆んどが・」・内臓神経及び下内臓神経又は骨盤神経へ移行し'更に唾・内臓神経及び
 下内臓神経の変性は下腹神経へ・叉,骨盤神経の変性は膀胱神経へかなり高率に移行すること
 がねかる。
 以上の事実よワ,腰,仙髄損傷時,膀胱に分布する神経に直接侵襲の及ぶことが了解され,
 同時に臨床例に於て損傷部位の大ゴ・にかXわらず,膀胱機能の障害が高度であることを爽鍾け
 るものと考えられる。
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 審査結果の要旨
 膀胱麦酎神経に関する肉眼解剖学的並びに実験組織学的の詳細なる研究がみられ,叉,脊損
 時の膀胱機能に関する臨床的観察も多数みられている。然し膀胱の脊髄内中継と膀胱更酪糠経
 との関係を解剖学的に直接逼求した研究は殆んどみられない。著者は両者の関係恕詳細に観察
 すると、もに,脊損時に於ける膀胱機能の解明の一助とするため,膀胱麦翻神経の脊髄内中枢
 の存在する腰,仙髄に於て選択的に,腰髄に於ては半截,織髄に於ては半裁,前角又は後角切
 断実験を行い,この場台の末梢神経内の変雛を追求している。即ち,腰髄切断例では窮13胸～
 第4腰神経前,後根,小及び下内臓神経,下腹神経一,上及び下膀胱神経を,仙髄切断例で
 は第歪～4傭母御経前,後根,骨盤神経7上及び下膨腕神経盈夫々採取し,オスミウム酸染色
 橿山氏変法により標本を作製して変法セ追求した。
 その結果,腰髄半蔵では障害部の脊髄根セ中心に上{,下4～2節闇即ち5～4節聞に,繍
 髄半截時には障警部の脊髄根より下2～4節間に変性を認めた。即b,脊髄切断時の脊髄根の
 変性は多中心暁に2解4節間に認められるものと考えられる。
 叉,脊髄切断時に於て前根にかなり多数の変性を認め,しかもこれらの変性は殆んどがづ、,
 一中径線維であった。この事実は脊髄切断により前角及び側角の小,中経線維に連なる神経細胞が
 多数破壊され,嗣時にそれに連なる軸索突起が変性セ起したこと徹証明するものと思われる。
 更に脊髄切断時の後根に趣く少数の変性が認められ,叉,これらめ変性の殆んどがづ、,中経
 線維により占められていた。即ち,これらの線維は脊髄内に栄養中枢を有する遠心性線維と考
 えられる。
 次に脊髄切断噂の脊髄根にみられた変性が,腰髄半蔵持にはぜ、ン下内臓から下腹神経へ,檎
 髄切断時には骨盤神経僅経て上及ぴ下膀胱神経へかなり高率に移行していた。
 以上の事実より,腰,他髄切断時,膀胱に分布する神経に直接侵襲の及ぶことが了解され'
 同時に臨床例に於て損傷部位の大事にか、物らず膀胱機能の障害が高度であることを裏付ける
 ものと考えられる。即ち,本論文は脊損時に於ける膀胱機能の解萌に有意義であると思かれる。
 よって本論交は学位を授与するに値するものと認める。
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